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てきます。それらは、「暗さ」と結びついているのだ
ろうと思います。根は暗いところにある。地中は暗く、
地上のような明るさと違う影や暗さのようなものとつ
ながっているのです。
　さらにもう一つ、木の喩えを使って言いますと、木
の幹は根と方向が逆に作られています。高くそびえる
ということが、深く根を張ることと関係していること
を考えると、うまくイメージできると思います。幼児
だと遊びを通して生命性に触れることができますが、
私たちは、幼児の遊びのように即時的に生命に触れる
道とは別に、文化という道を通じて、もっと深く生命
に触れることができるのです。言葉もその文化の一つ
です。例えば、宮沢賢治の文学を深く理解することを
通して、自然との交感をより深く実現することができ
ます。死、性、暴力といった危険なものを直接体験す
ることではなく、文化というものを通して、安全にし
かもより深く生命に触れていくといえるのだと思いま
す。そう考えると、発達という上に向かう力が、より
深く生命的なものを、地深く根を張ることを実現する
のだと言うことができます。
　このことを、反対に言い直すこともできます。例え
ば賢治の作品では、「風の又三郎」がそうであるよう
に、「風」というのはとても大切な言葉ですが、実際
に、風と戯れ合って遊んだことのない子どもにとって
は、そういう作品を読ませても心の底からは分からな
い。身体を通して自然と交歓し、言葉以前の生命世界
に触れることがなければ、地に着いた生きた言葉には
ならないのです。そのように考えると、この二つの方
向への力、上にどこまでも高く伸びていく力と、そし
て下にどこまでも深めていく力とは、お互いに支え
あっているのだと言えます。言い直せば、「学力」は
「生命力」を必要としているし、「生命力」は「学力」
を必要としている、と言えるのだと思います。
　ただ、お互いを否定することも起こります。矢印の
方向を反対方向にしている理由は、単純に二つがつな
がるわけではないということです。例えば、臨床心理
士が生命のほうに子どもを向かわせようとする。学校
の先生には、それが否定的なものに映るときがありま
す。逆もまた然りです。ここでは、お互いの見ている
子どもの姿に違いがある。けれど、私たちは、そうい
う子どもの姿をトータルに捉えたいと考えています。
要するに、木というものに、幹のみでなく、根っこの
みでなく、トータルに向かい合いたいというのが、私
たちの出発点です。
　これまで、私たち研究者は互いに協力して教育を
トータルに捉えることができずにきました。もちろん
お互いが、専門家として立つためには、それぞれの領
域で能力を高めていくというのは不可欠なのです。そ
れはそれで否定できない。けれども、学問領域にした
がって分担したまま、お互いがばらばらに向かい合っ
ている限り、木は一本の全体であるのに、その全体を
高めたいとお互いは思っているのに、ばらばらに向か
い合っているというのは、木にとって、つまり子ども
にとってもよくないですし、私たちの学問にとっても
それは、部分的で偏ったものになってしまうと思うの
です。それで私たちは、チームを組んで、木の全体に
向かい合いたいと思いました。
　木は一本で成り立っているわけではないですから、
森を見るのに長けた専門家に入ってもらうことはとっ
ても大事です。教育行政や教育社会学の研究者ですね。
教育方法学や発達心理や臨床の研究者とは異なる次元
で問題を捉え直していきます。個人のレベルでなくて、
学校の仕組みや制度を少し変えるだけで、全体の動き
が変わっていきます。このようにチームで力を合わせ
て改善していくことが、とても重要になるのです。分
野を超えた専門家のチームであることが、コラボレー
ションの重要な点なのだろうと思います。
４．コラボレーション・センターの仕事
　今述べたようなことは、これまでにも言われてきた
ことです。それが現実にこういう形で、コラボレー
ション・センターという形で実現できた理由は、それ
ぞれの研究者が現場に入って、それぞれ個々の取り組
みをしてきたなかで、他の分野の専門家も巻き込んで
いけたらどんなに力強いだろう、と互いに考えるよう
になってきたからです。
　「教育問題は私たちにお任せください」と言いたい
のですが、教育問題の解決はそう簡単ではない。実は
何か解決できるかはまったくわからない。そもそも、
全てのことが自分の思うようになったらどうなのだろ
う。自分の子どもが自分の思い通りになったらと思う
と少し怖いですね。教育は、自分で思考し、意思する
人間を育てたいわけですから。それでも、解決できる
ことはいくつかあると思います。
　このプロジェクトは５年間ということになっていま
すが、５年たったらおしまいとは思っていません。長
いスパンで、教育の改善に関わっていきたいと考えて
います。そしてこの５年間だけでも、何らかの形で、
子どもの有能性と生命性を高めるために、支援ができ
ると思います。支援の中で、子どもたちが変わるのが
一番の目的ですが、私たち自身も変わるだろうと思っ
ています。それと同時に、現場の先生も、コラボする
のですから、変わらざるをえないのだろうと思います。
さらにこのプロジェクトには大学院生も参加します。
彼らは、将来教員養成系の大学の教師になります。こ
ういった人たちが、現場の中でものを考え、未来の教
師を育てていく。
　このように教育改革は、長いスパンで捉え、質の高
い教員養成系の大学教師を育てることも見据えながら、
本センターは関わっていきたいと考えています。目に
見える形で改善がなくとも、じわりじわりと着実に全
体の教育力が上がることで、日本の教育をこの��か
ら変えていきたいと思います。
